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農業従事者・新規就農者の実態
今日、次代を担う農業青年の就農を促進し育成することは、天北地域の農業の将来に
とっても緊急な課題となっています。

宗谷管内における農業従事者と新規就農者の実態を下記に示しました。これを見ると農
業従事者は年々減少しており、年齢構成では高齢者割合が高まっているのに対して、若
年層の割合が減少しています。その若年層の母体となる新規就農者は、ここ数年、１年
当たり１０人前後の状況です。

そのような中にあって、４Ｈクラブ等の農業青年グループは仲間づくりや研修など地域
に根ざした活動を活発に行っています。
就農促進の課題に取り組むに当っては、従来の
農業青年グループを中心とした自主的活動に、就農促進という視点を加えた、総合的な
対策が必要です。

その際、農業青年の実態と二一ズをしっかり把握することが基本となります。

新規就農者が就農直後に直面している問題点は次のとおりです（農林水産省の新規就農
者に関するアンケート調査結果から、１９９３年、回答者：２８５人、経営部門：酪
農、肉用牛、野菜、花き他）。


☆ 新規就農者、Ｕターン青年
・栽培等に関する技術、知識の不足
・農業従事の同世代の仲間がいない
・休暇が計画的に取れない
・資金不足、資金調達が困難
☆ 農外からの新規参入者
・資金不足、資金調達が困難
・栽培等に関する技術、知識の不足
・農地の取得、借り入れが困難

これらの課題は、農業者・関係機関が、新規就農希望者や就農直後の農業青年に対する
支援すべき内容を示唆しています。










農業従事者・新規就農者の実態
平成７年９月に、新規就農者への情報提供や資金の貸出業務などを専門に行う機関とし
て北海道農業担い子育成センター（札幌）が設立されました。その後、道内各市町村ご
とに地域担い手センターが置かれました。各市町村の担い手センターは農業担当課がそ
の窓口となっており、道担い子育成センターと連携して、研修先の斡旋等を行っていま
す。

各地域担い子育成センターが新規就農者対策の中核として機能するためには、関係機
関・団体が連携を密にしてバックアップすることが大切です。

次に示すのは、現在制度化されている主な研修・実習と各種の融資制度です。その他、
市町村独自で就農者に対して優遇措置を制度化している事例も増えてきています。こう
した制度を有効に利用したいものです。


道内における農業者のための主な研修・実習制度


・農村ゼミナール（最寄りの農業改良普及センター）
・北海道農業士養成研修（北海道立農業大学校－本別 TEL 01652-4-2121）
・Ｕターン・新規参入農業者特別研修（北海道立農業大学校－本別 TEL 01652-4-2121）
・農業大学校公開講座（北海道立農業大学校－本別 TEL 01652-4-2121）
・農業機械化研修（道立機械化研修所－美幌 TEL 01527-3-4322・清水 TEL 01566-3-
2216）
・北海道花き・野菜技術研修（道立花き・野菜技術センター－滝川 TEL 0125-28-2800）
・酪農技術養成研修（北海道農業協同組合中央会－札幌 TEL 011-231-2111）
・ホクレン畜産実験研修牧場実習（ホクレン畜産実験研修牧場－訓子府 TEL 0157-47-
2191）
・農業研修生海外派遣（北海道国際農業者交流協会－札幌 TEL 011-271-5664）
・海外農業視察者・調査団派遣研修（北海道国際農業者交流協会－札幌 TEL 011-271-
5664）



新規就農者が就農時に利用できる主な融資制度
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